
近
世
に
お
け
る
東
本
願
寺
の
宗
務
機
構
に
つ
い
て

七

近
世
に
お
け
る
東
本
願
寺
の
宗
務
機
構
に
つ
い
て

谷E

端日

T昭2
二台

大

き夫ぉ

近
年
の
近
世
民
衆
思
想
史
研
究
に
刺
激
さ
れ
た
か
た
ち
で
個
別
真
宗
史
の
分
野
に
お
い
て
も
、
新
た
に
民
衆
思
想
史
と
い
っ
た
観
点
か

ら
近
世
真
宗
史
を
再
吟
味
し
よ
う
と
す
る
方
向
が
と
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
真
宗
史
研
究
が
主
に
中
世
を
中
心
と
し
て
進
め
ら
れ

て
き
た
観
が
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
近
世
真
宗
史
研
究
に
新
た
な
視
角
を
導
入
す
る
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
な
お
近
世
真
宗
史
に
お
い
て
顧
り
み
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
の
一
つ
と
し
て
、

東
本
願
寺
に
お
け
る
ー
ー
そ
の

趨
勢
を
左
右
し
た
宗
務
機
構
の
解
明
作
業
を
あ
げ
る
乙
と
が
で
き
る
。

乙
の
宗
務
機
構
に
つ
い
て
は
、

ζ

れ
ま
で
考
察
が
加
え
ら
れ
る
こ

と
は
ま
れ
で
あ
っ
た
が
、

そ
れ
は
思
想
的
な
側
面
、
す
な
わ
ち
教
学
問
題
の
研
究
に
重
点
が
お
か
れ
、

近
世
に
お
け
る
教
団
の
機
構
、
宗

政
等
に
関
し
て
は
あ
ま
り
注
意
を
は
ら
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
小
稿
で
は
、

乙
の
近
世
に
お
け
る
東
本
願

寺
の
宗
務
機
構
）
特
に
そ
の
宗
政
の
機
構
に
つ
い
て
若
干
の
基
礎
的
な
作
業
を
行
な
っ
て
み
る
ζ

と
と
し
た
い
。

現
在
ま
で
近
世
に
お
け
る
東
本
願
寺
の
宗
政
機
構
に
つ
い
て
正
面
か
ら
論
究
し
た
も
の
は
き
わ
め
て
少
な
い
と
い
わ
．
ざ
る
を
得
な
い
。



わ
ず
か
に
小
串
侍
氏
の
一
連
の
労
作
「
近
世
の
本
願
寺
」
が
唯
一
ま
と
ま
っ
た
業
績
で
あ
る
と
い
う
乙
と
が
で
き
よ
う
。

し
か
し
な
お
宗

政
機
構
に
つ
い
て
は
不
明
瞭
な
点
が
多
い
。
先
ず
手
懸
り
と
し
て
、
東
本
願
寺
の
創
始
者
、
教
如
代
の
家
臣
団
の
様
子
か
ら
み
て
ゆ
く
乙

と
に
し
よ
う
。

秀
吉
の
命
に
よ
り
本
願
寺
十
二
世
の
住
持
職
を
わ
ず
か
一
年
足
ら
ず
で
退
い
た
教
如
は
、

①
 

続
し
て
お
ζ

な
っ
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、

隠
居
中
に
も
依
然
法
主
と
し
て
の
活
動
を
継

徳
川
家
康
に
よ
っ
て
京
都
東
六
条
に
寺
地
の

寄
進
を
う
け
、
慶
長
七
年
、
東
本
願
寺
の
一
応
の
建
立
を
み
る
に
至
っ
た
。
乙
の
時
、
隠
居
中
で
あ
っ
た
教
如
に
随
従
し
て
い
た
本
願
寺

②
 

の
寺
侍
の
う
ち
東
本
願
寺
へ
移
っ
た
家
臣
団
の
名
簿
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
を
知
る
と
と
が
で
き
る
。

正
徳
五
年
、
初
代
学
寮
講

師
と
な
っ
た
西
福
寺
恵
空
の
筆
に
な
る
・
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

「
侍
衆
」
と
し
て
下
問
安
察
、
同
少
弐
、
宇
野
主
水
、

松
尾
左
近
、

粟
津
大
進
な
ど
二
十
一
名
、

「
綱
所
衆
」
で
は
手
塚
仁
左
エ
門
、
西
川
半
之
丞

「
番
衆
」
の
石
原
源
之
丞
ら
七
名
、

「
中
居
衆
」
飼
田

「
御
堂
衆
」
八
名
の
計
四
十
五
名
の
名
が
み
ら
れ
、
末
尾
に
は
寸
右
之
外
ハ
御
別
連
ノ
後
ニ
有
」
と
記
3
れ
て
お
り
、

③
 

近
世
奇
通
じ
て
東
本
願
寺
の
家
臣
数
は
二
百
四
十
七
家
を
数
え
る
の
で
、
家
臣
の
多
く
は
こ
れ
以
降
に
と
り
た
て
ら
れ
た
家
で
あ
る
こ
と

忠
兵
衛
以
下
七
名
、

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

乙
の
文
書
に
み
ら
れ
る
役
職
は
、
宗
政
関
係
で
は
「
侍
衆
・
綱
所
・
番
衆
・
中
居
衆
」
で
あ
る
が
、
分
離
前
の

永
禄
十
三
年
に
は
「
下
間
一
党
・
侍
衆
・
仲
居
・
綱
所
・
雑
色
・
番
方
・
力
者
」
、

寛
文
十
五
年
段
階
で
は

「
年
寄
・
平
侍
・
仲
居
・
綱

所
・
番
方
」
、
承
応
三
年
に
は
「
下
問
・
粟
津
・
西
川
・
多
賀
・
侍
衆
・
綱
所
・
番
方
・
小
奏
・
絵
表
・
仏
師
・
極
印
」
の
名
を
み
い
だ
す

と
と
が
で
き
る
。
右
の
ご
と
く
東
本
願
寺
に
お
け
る
家
臣
、
諸
役
が
分
離
し
て
い
っ
た
こ
と
は
ご
く
大
ま
か
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
よ
り
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
。
家
臣
を
中
心
に
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

「
下
問
衆
」
と
は
、

周
知
の
ご
と
く
宗
政
を

大
き
く
担
っ
て
き
た
下
間
一
族
の
こ
と
で
あ
る
が
、
証
如
、
顕
如
の
い
わ
ゆ
る
一
向
一
撲
の
時
期
に
は
隆
盛
を
き
わ
め
た
よ
う
で
は
あ
る
。

が
し
か
し
、
教
如
は
東
本
願
寺
の
別
立
と
と
も
に
家
臣
団
の
再
編
成
と
そ
の
統
制
を
目
ざ
す
な
か
で
勢
力
は
徐
々
に
そ
が
れ
、

粟
津
家
・

近
世
に
お
け
る
東
本
願
寺
の
宗
務
機
構
に
つ
い
て

七



近
世
に
お
け
る
東
本
願
寺
の
宗
務
機
構
に
つ
い
で

七
回

＠
 

稲
波
家
な
ど
の
拾
頭
を
許
す
ζ

と
と
な
る
。
そ
れ
で
も
な
お
譜
代
の
名
家
と
し
て
近
世
を
通
じ
て
あ
る
程
度
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で

＠
 

ζ

の
下
問
家
に
次
ぎ
、
時
に
は
上
位
を
し
め
に
の
が
「
下
問
並
衆
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
粟
津
、

あ
る
。

松
尾
、
稲
波
な
ど
の
諸
家

で
あ
る
。
家
老
、
年
寄
な
ど
に
任
ぜ
ら
れ
、
宗
政
、
町
支
配
な
ど
巻
行
な
い
、
そ
れ
ま
で
主
に
下
問
家
に
よ
っ
て
う
け
つ
が
れ
て
き
た
奏

⑥
 

者
役
を
勤
め
る
乙
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
上
級
家
臣
の
下
位
に
あ
っ
て
納
戸
、

台
所
な
ど
東
本
願
寺
の
各
役
所
で
の
実
務
レ
ベ
ル
の
責
任

者
で
あ
っ
た
者
を
「
侍
衆
」
と
呼
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
時
代
は
少
し
下
る
が
、

近
世
の
宗
政
機
構
を
う
か
が
わ
せ
る
記
事
ぞ
「
御
納

戸
日
記
」
に
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
文
政
六
年
七
月
六
日
条
に
役
向
を
列
挙
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
よ
る
と
、
奏
者
、

家
老
、
集
会
所
、
町
支
配
用
人
、
納
戸
方
、
作
事
方
、
御
締
方
、
御
使
番
、
御
伝
番
、
御
判
紙
役
、

御
堂
僧
（
一
老
・
二
老
・
三
老
）
集

会
所
役
僧
、
同
書
記
方
、
法
名
記
書
抜
堂
僧
、
学
寮
監
察
人
、
同
支
配
堂
僧
、
小
奏
者
調
役
、
奏
者
・
家
老
家
来
が
み
ら
れ
る
と
共
に
、

目
附
役
と
し
て
集
会
所
目
附
、
右
筆
衆
目
附
、
仲
居
目
附
、
勘
定
方
自
附
な
ど
、
計
二
十
八
種
に
渡
る
目
附
役
が
い
た
こ
と
に
な
る
。

乙

れ
は
二
十
世
達
如
が
本
願
寺
の
財
政
改
革
を
行
な
っ
た
際
の
手
当
支
給
通
達
の
覚
え
と
し
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
ζ

と
は
「
上
壇
之
間

①
 

日
記
」
同
年
七
月
二
十
三
日
条
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
で
あ
る
。

と
の
財
政
改
革
が
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
た
か
は
、

什
同
つ
与
己

り
し
な
い
が
、
同
年
六
月
二
十
四
日
に
は
着
手
せ
ら
れ
、

田
中
一
学
以
下
十
名
が
「
御
改
革
懸
り
し
に
任
ぜ
ら
れ
、

七
月
六
日
に
は
各
役

所
へ
手
当
額
が
決
定
き
れ
通
達
さ
れ
て
い
る
と
乙
ろ
か
ら
、

上
壇
之
聞
を
通
し
て
納
戸
方
な
ど
へ
命
じ
、
実
行
に
移
さ
れ
に
も
の
の
よ
う

で
あ
る
。

こ
の
「
上
壇
之
間
日
記
」
、
「
御
納
戸
日
記
」
な
ど
の
他
に
も
種
々
の
宗
政
記
録
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
は

ら
か
で
あ
る
が
、
次
に
こ
れ
ら
諸
記
録
を
検
討
し
つ
つ
宗
政
機
構
に
つ
い
て
述
べ
て
み
る
ζ

と
と
し
た
い
。

「
東
本
願
寺
史
料
」

に
も
明



パ
円
上
壇
之
間

＠
 

乙
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
が
、

な
お
は
っ
き
り
し
な
い
点
も
あ
る
た
め
、

再
度
と
り
あ
げ

て
み
る
こ
と
と
す
る
。
上
壇
之
聞
は
宗
政
機
構
中
の
最
上
級
機
関
で
、
中
枢
部
と
も
い
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
業
務
の
記
録
と
し
て
「
上

壇
之
間
日
記
」
を
し
る
す
が
、
下
問
、
粟
津
、
稲
波
な
ど
の
う
ち
二
名
が
月
番
家
老
と
し
て
勤
仕
し
て
い
た
。
江
戸
幕
府
で
は
老
中
の
執

＠
 

務
室
た
る
「
御
用
部
屋
」
に
比
定
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
諸
事
が
審
議
さ
れ
、
法
主
の
裁
許
を
得
た
上
、
各
役
所
に
実
行
を
命
ず
る
権

能
ぞ
持
つ
。
そ
の
執
務
内
容
は
多
岐
に
渡
り
、
幕
府
・
京
都
所
司
代
・
朝
廷
な
ど
と
の
交
渉
、
家
臣
の
任
免
、
役
宅
の
貸
借
、
養
子
縁
組

の
裁
許
、
末
寺
跡
目
願
、
寺
格
の
昇
進
、
各
御
坊
関
係
の
処
理
、
得
度
認
可
な
ど
が
そ
の
主
た
る
も
の
で
あ
る
。
集
会
所
宛
に
出
さ
れ
た

各
種
願
書
、
書
状
な
ど
の
う
ち
裁
許
を
要
す
る
も
の
は
こ
の
上
壇
之
聞
に
集
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

ω
納
戸

業
務
記
録
と
し
て
「
御
納
戸
日
記
」
を
し
る
す
。
先
の
上
壇
之
間
と
同
様
月
番
制
ぞ
と
り
、

⑮
 

「
上
壇
之
間
日
記
」
に
、

名
の
侍
分
役
人
が
そ
の
任

に
あ
た
っ
て
い
た
。
職
掌
に
つ
い
て
は
、

一
、
日
記
捺
可
申
事

一
、
諸
御
坊
往
復
之
書
状
、
従
来
半
切
認
来
候
処
、
己
後
都
市
半
紙
ニ
い
に
し
可
申
事

て
飛
櫓
衆
御
剃
刀
装
束
御
礼
、
以
来
上
納
有
之
様
可
申
事

て
上
納
所
弁
御
用
場
、

日
々
上
納
メ
高
勘
定
相
済
候
上
、
右
金
銀
納
戸
方
－
一
預
置
、
翌
日
上
壇
之
問
へ
相
納
可
申
事

な
ど
と
な
っ
て
お
り
、

「
御
納
戸
日
記
」
の
作
製
、
諸
御
坊
往
復
書
翰
を
認
め
、

そ
れ
を
保
存
す
る
こ
と
、

飛
槽
衆
御
礼
銀
の
収
納
な
ど

で
あ
っ
た
。

H
W

大
台
所

東
本
願
寺
に
お
け
る
会
計
面
を
司
る
役
所
で
あ
っ
た
。
そ
の
職
芋
そ
「
上
壇
之
間
日
誌
」
か
ら
抜
き
出
し
て
み
る
と
、

て
御
勘
定
支
配
両
人
被

仰
付
候
事

右
金
銀
出
納
之
節
、
士
宮
人
御
納
戸
と
立
会
可
申
事
、
井
諸
帳
面
勘
定
取
調
金
銀
月
々
堪
定
立
会
可
有
之
事

近
世
に
お
け
る
東
本
願
寺
の
宗
務
機
構
に
つ
い
て

七
五



近
世
に
お
け
る
東
本
願
寺
の
宗
務
機
構
に
つ
い
て

七
六

一
、
御
払
支
配
両
人

被
仰
付
候
事

右
金
銀
渡
し
方
、

日
勘
定
帳
面
調
可
申
事

一
、
惣
而
月
払
之
事

一
、
御
払
正
味
之
事

一
、
御
払
掛
ケ
分
極
印
相
勤
侯
事

一
、
諸
路
用
渡
シ
方
之
事

一
、
表
御
蔵
有
物
預
リ

一
、
御
使
弁
御
音
物
調

賄
方

筆
諸
色
渡
シ
方

と
な
っ
て
お
り
、
月
々
の
支
払
と
そ
の
集
計
、
諸
路
用
銀
を
渡
す
事
、
蔵
道
具
の
管
理
、
音
物
類
の
調
進
な
ど
に
あ
た
っ
た
。
月
番
と
し

て
二
名
の
侍
分
が
み
と
め
ら
れ
、
そ
の
下
に
勘
定
支
配
、
御
払
支
配
、
御
買
物
支
配
、
小
出
支
配
、

道
具
方
な
ど
が
事
務
処
理
に
あ
た
っ

戸
』
、
，
M
0

・
L
7

帥

評

定

所

ζ

の
評
定
所
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
乙
ろ
確
た
る
職
掌
を
つ
か
む
と
と
が
困
難
で
あ
る
。
評
定
所
の
記
録
で
あ
る
「
評

定
所
日
記
」
が
延
宝
九
年
分
一
冊
の
み
し
か
み
あ
た
ら
な
い
乙
と
に
よ
る
が
、

そ
れ
も
同
年
の
三
月
十
一
日
か
ら
六
月
三
十
日
ま
で
の
間

を
記
す
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
に
も
起
因
す
る
。
評
定
所
も
や
は
り
月
番
制
を
と
る
が
、

対
し
、
坊
主
分
四
名
が
そ
の
任
に
あ
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
少
し
異
な
る
。
寺
侍
で
は
な
く
、
坊
主
分
で
あ
る
ζ

と
は
、
評
定
所
が
法
務

前
三
者
が
い
づ
れ
も
侍
分
の
月
番
で
あ
っ
た
の
に

と
密
接
な
関
係
を
持
つ
役
所
で
あ
っ
た
乙
と
を
推
測
さ
せ
る
。

こ
の
日
記
に
記
さ
れ
た
事
項
は
在
家
用
御
免
物
に
関
す
る
も
の
が
大
部
分

を
し
め
る
が
、
試
み
に
統
計
を
と
る
と
次
の
ど
と
く
で
あ
る
。



十
字
名
号
願

三
五
四
件

九
字
名
号
願

二
七
四
件

六
字
名
号
願

二
O
二
件

木
仏
願

八
十
件

本
尊
願

一
八
九
件

閉
山
願

二
七
件

御
書
願

三
三
件

法
名
願

四
五
件

御
剃
万
願

一
八
四
件

申
経

一
六
件

（
以
上
在
家
用
）

と
な
る
が
、
末
寺
の
申
物
も
若
干
み
う
け
ら
れ
、
寺
号
願
の
二
十
三
件
を
筆
頭
に
、
前
卓
、
飛
権
継
目
、
十
字
、
九
字
、

六
字
の
各
名
号

願
も
数
件
を
数
え
る
。
乙
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
評
定
所
で
は
主
に
在
家
用
御
免
物
が
と
り
あ
っ
か
わ
れ
た
こ
と
と
な
る
が
、
後
に
述
べ
る

集
会
所
の
機
能
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

同

集

会

所

こ
れ
ま
で
述
べ
た
各
役
所
と
御
坊
、
末
寺
、
門
信
徒
と
の
窓
口
、
換
言
す
れ
ば
本
山
と
末
寺
、
門
信
徒
と
の
窓
口
で
あ

る
と
も
い
え
る
役
所
で
あ
る
。

こ
こ
に
も
先
の
評
定
所
と
同
じ
く
僧
形
の
月
番
二
名
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、

各
種
の
願
書
、
書
翰
な
ど
が

受
け
付
け
ら
れ
、
小
奏
者
に
よ
っ
て
担
当
の
各
部
署
に
伝
達
せ
ら
れ
、
そ
の
結
果
を
再
び
願
人
、
御
坊
、

末
寺
等
へ
返
答
す
る
機
能
を
も

つ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
集
会
所
で
記
さ
れ
た
記
録
が
「
集
会
所
日
記
」
で
あ
る
。
内
容
と
し
て
は
、
在
家
申
物
類
の
他
に
、

各
種
願
書
等

近
世
に
お
け
る
東
本
願
寺
の
宗
務
機
構
に
つ
い
て

七
七



近
世
に
お
け
る
東
本
願
寺
の
宗
務
機
構
に
つ
い
て

七
八

の
受
付
記
録
が
主
た
る
も
の
で
あ
る
。

末
寺
の
申
物
も
又
集
会
所
で
と
り
あ
っ
か
わ
れ
て
い
た
。

と
の
記
録
が
い
わ
ゆ
る
「
中
物
帳
」
で
あ
る
。

「
申
物
帳
」
は
「
諸
申
物
」
、

あ
る
い
は
単
に
「
申
物
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
宝
暦
年
間
以
降
は
「
諸
申
物
日
記
」
の
名
で
統
一
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の

申
物
帳
が
い
つ
頃
か
ら
書
き
は
じ
め
ら
れ
て
い
た
の
か
今
の
と
こ
ろ
は
不
明
で
あ
る
が
、
慶
長
二
十
年
に
は
す
で
に
本
願
寺
坊
官
で
あ
る

粟
津
家
の
手
に
よ
っ
て
書
き
は
じ
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
延
宝
九
年
ま
で
継
続
し
て
記
さ
れ
る
が
、

天
和
年
聞
に
至
っ
て
集
会
所
が

設
置
さ
れ
る
と
共
に
受
付
事
務
は
集
会
所
に
移
管
さ
れ
、
申
物
帳
も
こ
ζ

で
書
き
は
じ
め
ら
れ
た
こ
と
は
、

天
和
三
年
の
申
物
帳
一
一
表
紙

に
「
集
会
所
」

と
あ
る
乙
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

申
物
の
受
付
に
も
月
番
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
貞
享
年
聞
に
は

「
大
念
寺
、

西
JI原

寺
」
が
乙
れ
に
あ
た
っ
て
い
た
が
、
元
禄
期
に
は
四
名
が
担
当
と
な
り
「
治
部
、
大
進
、
勝
福
寺
、

西
徳
寺
」
と
寺
侍
二
名
が
加
わ
っ
た

も
の
が
定
員
と
な
っ
て
幕
末
ま
で
続
く
こ
と
と
な
っ
た
。

右
の
ご
と
く
に
、
東
本
願
寺
に
お
け
る
宗
教
機
構
は
大
ま
か
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

で
は
具
体
的
に
は
、
末
寺
の
申
物
は
ど

の
よ
う
な
経
路
を
経
て
下
附
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
願
人
た
る
末
寺
は
、
寄
進
人
が
あ
れ
ば
こ
れ
と
共
に
上
寺
の
添
状
を
受
け
、

集
会
所
に
願
書
を
提
出
す
る
こ
と
と
な
る
。
集
会
所
で
は
月
番
が
主
に
書
類
の
不
備
、
資
格
の
有
無
な
ど
を
判
別
し
て
担
当
の
部
署
に
伝

達
さ
れ
る
。

乙
の
伝
達
先
は
種
類
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
上
壇
之
問
、

さ
ら
に
奏
者
を
経
て
法
主
に
裁
許
毎
求
め
る
場
合
も
あ
れ
ば
、

仏
師
、
絵
表
、
右
筆
所
な
ど
を
回
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
形
を
と
と
の
え
た
申
物
類
は
、

再
び
集
会
所
に
も
た
ら
さ
れ
、
願

人
に
渡
さ
れ
る
と
い
う
手
続
き
が
と
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

乙
の
問
、
早
い
場
合
は
即
日
、

も
し
く
は
ニ
J
三
日
で
下
附
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
よ
う
で
あ
る
。



次
に
右
の
諸
日
記
類
が
書
き
は
じ
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
年
次
を
列
挙
す
る
と

大
台
所
日
記

延
宝
五
年

評
定
所
日
記

延
宝
九
年
の
み

集
会
所
日
記

天
和
二
年

申
物
帳

集
会
所
で
は
天
和
三
年
よ
り
（
そ
れ
以
前
の
粟
津
家
申
物
帳
の
写
し
が
寛
永
、
正
保
年
間
分
有
）

上
壇
之
間
日
記

元
文
四
年

御
納
戸
日
記

文
政
六
年

と
な
る
。
こ
れ
以
前
に
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
も
の
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
存
す
る
も
の
は
以
上
で
あ
る
。
諸
日
記
類
の
う
ち
、
東

本
願
寺
に
お
け
る
宗
政
機
構
の
成
立
過
程
を
さ
ぐ
る
手
が
か
り
と
な
る
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
集
会
所
日
記
、
申
物
帳
、

そ
し
て
上
壇
之

問
日
記
の
三
種
で
あ
る
。

乙
の
三
種
か
ら
成
立
過
程
を
み
て
ゆ
く
ζ

と
に
し
た
い
。

集
会
所
は
先
述
の
ど
と
く
本
山
と
末
寺
聞
の
窓
口
と
な
っ
た
役
所
で
あ
っ
た
が
、

天
和
年
聞
に
至
っ
て
何
故
新
た
に
集
会
所
吾
設
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
申
物
帳
が
集
会
所
で
記
さ
れ
は
じ
め
た
こ
と
と
も
深
い
か
か
わ
り
を
持
つ
よ
う
で
あ
る
。

申
物
帳
は
す
で
に
、
慶
長
二
十
年
に
粟
津
家
に
よ
っ
て
書
き
は
じ
め
ら
れ
て
い
た
の
花
が
、
申
物
帳
を
記
す
と
い
う
こ
と
は
、
記
載
者
た

る
粟
津
家
が
、
末
寺
申
物
を
取
り
次
ぐ
権
利
を
保
有
し
て
い
た
乙
と
を
示
し
て
い
る
。
中
物
を
取
り
次
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
経
済

⑫
 

的
な
利
益
は
決
し
て
少
な
く
な
い
。
慶
長
末
年
以
降
の
「
古
今
万
御
礼
日
記
」
に
よ
る
奏
者
の
開
山
御
影
御
礼
銀
は
、
御
所
様
、
カ
ミ
、

⑬
 

御
児
様
に
次
ぐ
も
の
と
さ
れ
、
他
の
家
臣
を
は
る
か
に
し
の
ぐ
礼
銀
を
う
け
と
っ
て
い
た
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。
さ

近
世
に
お
け
る
東
本
願
寺
の
宗
務
機
構
に
つ
い
て

七
九



近
世
に
お
け
る
東
本
願
寺
の
宗
務
機
構
に
つ
い
て

入。

ら
に
申
物
取
次
は
奏
者
の
職
掌
で
あ
っ
た
た
め
、
奏
者
は
法
主
に
近
習
し
、

名
実
と
も
に
家
臣
団
の
う
ち
で
は
最
上
級
の
位
置
を
占
め
る

乙
と
と
な
る
。

乙
の
よ
う
に
、
奏
者
の
経
済
的
側
面
を
さ
さ
え
る
の
が
申
物
帳
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
時
、
寛
永
年
聞
に
至
っ
て
下
問

家
が
粟
津
家
に
と
っ
て
か
わ
ろ
う
と
し
て
も
、
莱
津
家
が
自
家
の
申
物
帳
を
手
離
そ
う
と
は
せ
ず
、

し
か
に
な
く
下
問
家
は
申
物
帳
を
筆

写
し
て
所
持
し
た
に
め
、
申
物
帳
が
同
時
期
に
同
内
容
で
二
冊
出
現
す
る
と
い
う
異
常
な
事
態
も
は
じ
め
て
理
解
し
う
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
状
態
も
天
和
に
至
っ
て
集
会
所
が
設
置
さ
れ
る
と
、
申
物
の
受
付
は
集
会
所
に
移
さ
れ
、

下
問
、
粟
津
家
の
奏
者

と
し
て
の
力
も
相
対
的
に
低
下
し
、
月
番
と
し
て
関
与
す
る
の
み
と
な
り
、
中
物
取
次
に
附
随
し
た
利
益
は
減
少
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
奏
者
は
奏
者
と
し
て
の
力
は
な
お
保
持
し
え
て
は
い
た
が
、
集
会
所
設
置
以
前
と
そ
れ
以
後
で
は
、
奏
者
の
力
に
大

き
な
差
が
生
ま
れ
て
い
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
集
会
所
設
置
以
前
に
は
、

申
物
取
次
権
を
保
持
す
る
奏
者

と
し
て
大
き
な
力
を
発
揮
し
え
た
の
で
あ
る
が
、
集
会
所
が
設
け
ら
れ
、
申
物
帳
が
奏
者
か
ら
集
会
所
へ
移
管
さ
れ
る
と
共
に
、

そ
れ
ま

で
奏
者
の
も
と
に
集
め
ら
れ
て
い
た
礼
銀
は
一
部
を
残
し
て
法
主
の
掌
中
に
収
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
奏
者
の
申
物
帳
を
背
景
に
し
た

優
位
は
失
墜
巻
余
儀
な
く
さ
れ
、
法
主
を
頂
点
と
す
る
家
臣
団
の
一
員
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
集
会
所
の
設
置
は
、

法
主
に
よ
る
家
臣
団
の
統
制
と
経
済
力
の
集
中
を
意
図
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
評
定
所
も
又
、

集
会
所
の
設
置
と
同
一
線
上
で
と
ら
え
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
先
述
の
ご
と
く
、

評
定
所
日
記
の
大
部
分
は
在
家
申
物
で
あ
っ
た
が
、
末

寺
申
物
は
早
く
か
ら
奏
者
に
よ
っ
て
握
ら
れ
て
い
た
た
め
、
抵
抗
の
少
な
い
で
あ
ろ
う
在
家
用
申
物
を
先
ず
評
定
所
の
下
に
集
め
、
集
会

所
設
置
巻
ま
っ
て
評
定
所
を
発
展
解
消
さ
せ
集
会
所
に
吸
収
し
た
も
の
、

と
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

で
あ
る
な
ら
ば
、
評
定
所

は
集
会
所
設
置
と
申
物
帳
移
管
を
前
提
に
し
て
開
設
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
在
家
申
物
に
附
随
す
る
経
済
権
は
す
で
に
法
主
に
よ
っ
て

確
保
さ
れ
て
い
た
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

法
主
に
よ
る
専
制
支
配
の
具
現
化
と
も
み
る
乙
と
の
で
き
る
集
会
所
の
設
置
を
さ
ら
に
推
進
し
た
か
た
ち
で
あ
ら
わ
れ
る
の
が
上
壇
之



問
の
設
置
で
あ
っ
た
。
上
場
之
間
も
先
述
の
如
く
月
番
制
を
と
る
が
、

最
終
決
定
は
法
主
み
＊
す
か
ら
が
下
す
と
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
集
会
所
で
は
包
括
で
き
な
い
部
分
を
大
系
的
に
網
羅
す
る
た
め
に
上
壇
之
間
に
よ
る
教
団
の
動
勢
の
掌
握
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ

ろ”フ。

乙
の
集
会
所
、

上
喧
之
聞
の
設
置
を
も
っ
て
東
本
願
寺
に
お
け
る
宗
政
機
構
は
一
応
の
完
成
を
み
た
と
す
る
乙
と
が
で
き
る
の
で

ま
よ
、
ご
ろ
コ
、
A

O

－
－

L
T
Fヤ
コ
カ

四

評
定
所
の
発
展
的
な
解
消
と
集
会
所
の
設
置
は
東
本
願
寺
の
宗
政
機
構
の
成
立
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

最
後
に
江
戸
幕
府
に

よ
っ
て
お
し
す
す
め
ら
れ
て
い
た
宗
教
統
制
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
く
乙
と
と
す
る
。
藤
井
学
氏
に
よ
れ
ば
、
幕
府
に
よ

る
宗
教
統
制
は
寛
文
年
間
の
宗
門
改
の
実
施
、
寺
院
法
度
の
制
定
、
宗
旨
人
別
帳
の
制
度
化
を
も
っ
て
完
成
の
域
に
達
す
る
と
い

h
o
本

願
寺
で
は
十
五
世
常
如
の
時
期
に
あ
た
る
。
常
如
は
慶
長
末
年
以
来
の
宗
教
統
制
に
対
応
す
べ
き
立
場
に
あ
っ
た
が
、
分
立
以
来
五
十
余

⑮
 

年
と
、
幕
府
の
統
制
に
ま
で
意
を
払
う
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
家
臣
団
聞
の
抗
争
に
も
悩
ま
さ
れ
て
い
た
た
め
、
延
宝
六
年
に

至
っ
て
住
持
職
を
弟
一
如
に
譲
る
こ
と
と
な
る
。

一
如
は
常
如
代
に
お
け
る
家
臣
団
の
乳
鞭
を
ま
の
あ
た
り
に
し
て
、
襲
職
と
同
時
に
そ

の
統
制
と
宗
政
機
構
の
確
立
を
企
て
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
東
本
願
寺
は
法
主
に
よ
る
専
制
支
配
を
貫
徹
す
べ
く

宗
教
機
構
を
成
立
さ
せ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
る
乙
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

①註

柏
原
始
泉
氏
「
東
木
願
寺
教
団
の
東
西
分
立
」

史
の
研
究
所
収
）

「
東
江
御
別
之
衆
士
口
座
」
藤
島
達
朗
氏
所
蔵
文
書
（
赤
松
俊
秀
・

笠
原
一
男
氏
「
真
宗
史
概
説
L

所
収
）

（
日
本
近
代
仏
教

④③  

「
東
本
願
寺
家
臣
名
簿
」

大
桑
斉
氏
「
東
本
願
寺
の
奏
者
に
つ
い
て
東
西
分
派
及
び
「
申

物
帳
』
研
究
へ
の
一
つ
の
覚
書
」
（
大
谷
学
報
四
九
二
）

「
宇
野
新
蔵
覚
主
円
」
真
宗
大
系

試
み
に
下
問
家
以
外
の
諸
家
奏
者
役
を
摘
出
し
て
み
る
と
、
粟
津

② 

⑥⑤  

近
世
に
お
け
る
東
本
願
寺
の
宗
務
機
構
に
つ
い
て

八



近
世
に
お
け
る
東
本
願
寺
の
宗
務
機
構
に
つ
い
て

家
で
は
時
比
（
衛
村
日
日
、
右
近
元
辰
、
大
学
元
故
、
右
近
元
恒
、
稲

波
家
で
は
嘉
兵
衛
久
政
な
ど
の
名
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る

（
東
本
願
寺
家
臣
名
簿
）

「
東
本
願
寺
史
料
」

「
大
谷
派
学
事
史
資
料
解
説
稿
」

古
事
類
苑
、
官
位
部

⑨⑧⑦  

（
大
谷
学
報
九
｜
一
一
一
）

ノl

⑬⑭⑬⑫⑬⑩  

「
東
本
願
寺
史
料
L

「
東
本
願
寺
史
料
」

粟
津
家
記
録

大
桑
斉
氏
、
前
掲
圭
一
日

藤
井
学
氏
「
江
戸
幕
府
の
宗
教
統
制
」
（
岩
波
講
座
日
本
歴
史
）

小
串
侍
氏
「
常
如
上
人
の
御
隠
退
と
家
臣
」
（
前
掲
書
所
収
）

文
政
六
年
八
月
七
日
条

文
政
六
年
七
月
八
日
条


